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評 価 ・ 提 言 学校の所見・改善策等

１．今年度の自己評価について

(1) 重点目標の達成状況
① 確かな学力の育成

［学習成果発表会について（参観後）］ ３年生の総合学習の時間

・土曜開催で中学生も見ることが出来、立派な発表に が週２時間になったこと

刺激を受けたようである。発声や言葉遣い、スライ で、新しい取り組みに挑

ドなどきちんと準備が出来ていた。市街地活性化な 戦したが、担当教員が熱

どプログラムがしっかりしていて昨年よりさらに良 心に取り組んで、非常に

くなっている。テーマに仮説で検証するやり方は社 よいものに仕上がった。

会でとても役に立つことであり、社会人基礎力の育 今後はさらに改善し、成

成を目標にした取り組みとして大変評価出来る。 熟させたい。

［授業改善について］

・授業アンケートで英語、数学に苦手傾向が顕著で、 改善の余地はある。放課

保護者アンケートで家庭学習時間が少ない点につい 後残って指導を受けるな

て、課題を課すなりの手立てが必要ではないだろう ど、家庭学習以外の手立

か。 ても行っている。

② 豊かな人間性の育成

［遅刻者数削減について］ 目標値の３０％減は難し

・昨年より増もあったが、後半は過去最少を記録して いかもしれないが、指導

おり、粘り強い指導の成果が見られている。 部の熱心な指導の効果は

着実に現れている。

③ 自己実現のための進路指導の充実

［進路指導の充実について］ 担当の教員らが時間を惜

・今年も国公立四大・短大、私立難関大学、薬学部合 しまず、熱心に指導に当

格など実績が出ており取り組みの定着が見られる。 たった賜物であり、指導

テーマ学習の発表が自分の進路と結びついていて、 のプログラムを今後全体

生徒の取り組みが進路実現に実を結んでいる。 に広げていくことが課題

である。

④ 地域との連携による学校づくり

［文化部活動のアピールについて］ 吹奏楽部や漫研部も地域

・ハイホットダンスは多くの他団体の参加がありホー への発信を積極的に行っ

ルが満員になるような盛況だった。行事が地域のも ており、評価してもらっ

のとして定着して来ている。 ている。

[社会とつながる教育について］

・中心市街地活性化「米米プロジェクト」や「ファミ 担当者に負う部分が大き

マものづくりアカデミー」の取り組みは高校生がこ いので、指導のフォーマ

こまで出来るのかと思わせるレベルの高さがあっ ット作りが課題である。

た。素晴らしい取り組みだった。
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(2) 説明公表について
［保護者アンケートについて］ 指導体制もあり個別に対

・保護者アンケートが全学年に実施されて、いろいろ 応しているが、全体への

なことがわかるようになった。生徒の悩みに適切な 周知がまだ行き届いてい

指導の項目の評価がやや低いが、ＳＣ、ＳＳＷの活 ないかもしれないので、

用などを知らない人もいるのではないか。 説明に努めたい。

２．今年度の県立学校学校裁量予算による特色ある学校

運営の状況について

・進路講演会、進路指導研修、学校視察など有効に活 総合学科の米子高校とし

用し、実際の進路指導に役立てて、大学･短大進学 て、特色ある取り組みに

など、着実に成果が現れている。 運用出来ていると思って

・テーマ学習、学習成果発表会、総合美術展、ハイホ いる。今後も継続して実

ットダンスなどは地域への発信や貢献の点で素晴ら 施したい。

しい取り組みである。

３．取り組み改善のための提言

［バスの積み残しについて］

・昨年提言を受けた通学バスの積み残し問題は、委員 昨年の増便に続き、車両

の働きかけもあって、バス会社の増便や車両の大型 の大型化、配車変更など

化でほぼ解消出来たようで、よかった。 次々と対応してもらえ

て、喜んでいる。


